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保健センター

高齢者の相談支援機関

（地域包括支援センター）

障がい児者の相談支援機関

（基幹相談支援センター）

生活困窮の相談支援機関

（生活サポートセンター）

市役所南館：社協委託

児童の相談支援機関

（子育て支援センター）

施設連絡会

（事務局：社協）

高齢福祉施設

障がい福祉施設

児童福祉施設

多機関協働事業（社協委託）
世代や属性を超えた複合した課題がある世帯への支援の中

核的な機能を担い、相談支援関係者へ連携を担任し、必要

に応じて支援関係機関等の担当による会議を開催

重層的支援会議 (随時開催)

●複合した福祉課題があり、包括的支援の調整のみでは支援が困難な

場合に、要支援者の情報共有及び支援方法などを協議

●各機関の支援状況の共有することにより、連携の円滑化を図る

アウトリーチ等を通じた継続的支援事業

（社協委託）
訪問などの手法を活用し、継続的な伴走による支援の

実施（各分野の相談支援機関・CSW等）及びこれに

係る調整(社協)

参加支援事業（社協委託）
既存の制度では解決しにくい個人の課題を地域で解決

例：日中活動として地域の活動（清掃・見守り等）に参加

地域づくり事業（社協委託）
地域の福祉課題を解決するため、事業実施やネットワークの構築

例：高齢者の孤立防止を目的に世代間交流事業の実施等
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個人のニーズ

包括的支援（社協）
複合した課題の相談を受け止め、必要な機関
につなぐと伴に、他の機関との連携調整

大 阪 狭 山 市 の 重 層 的 支 援 体 制 整 備 事 業 の 取 り 組 み

 大阪狭山市・社会福祉協議会・各相談支援機関・福祉施設等で受けた福祉相談については、各所の連携と新たな調整機能により円滑に支援ができる体制を構築する。

 市役所の関係各部署及び各相談支援機関に「重層支援担当」を配置し、担当者間で支援経過の共有及び協働・連携による支援を迅速に実施する。

 新たな調整機能（多機関協働事業・アウトリーチ等を通じた継続的支援事業・参加支援事業・地域づくり事業）を社協に委託し、重層的支援体制の整備を図る。

地域のニーズ

注：本図において、大阪狭山市社会福祉協議会を「社協」、コミュニティソーシャルワーカーを「CSW」、グループを「G」と記載しています。

その他

関係G

重層的支援体制とは

分野ごとの相談支援機関 ( )

で受け止めきれない福祉相談を包括的支

援で受け止め、円滑に解決・支援をします。

相談支援については、複数の機関が協力

し、既存の福祉サービスに加え、地域で解決

できる方法を考えます。
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支援・状況の共有

相談・問い合わせ
大阪狭山市社会福祉協議会

☎072-367-1761 FAX072-366-7407

大阪狭山市役所 福祉グループ

☎072-366-0011 FAX072-366-9696

連携

重なりを持つ重層的な相談・支援
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